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3.1 まちづくりの基本方針  
都市計画マスタープランにて定めるめざすべき都市像などを踏まえ、本計画におけるまちづくり

の基本方針を以下のとおり設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

城陽市の将来像 
（第 4 次総合計画） 

めざすべき都市像 
（都市計画マスタープラン） 

まちづくりの基本⽅針 

歴史と未来をつなぎ、 
⼈をはぐくむ緑のまち・城陽 

目標① 安心・安全、持続可能なまちづくり 

目標② 誰もが快適に過ごせるまちづくり 

目標③ 広域交通ネットワークの形成を⾒据えた 
新たなにぎわいを創出するまちづくり 

目標④ 豊かな地域資源と共⽣するまちづくり 

目標⑤ 多様な担い手との協働によるまちづくり 

【居住環境】 
 

快適・良好な居住環境の誘導と創出に 
よる、住み続けられるまちづくり 

【都市環境】 
 

都市機能・施設の適正な配置と集積に 
よる、利便性の⾼い持続可能なまちづくり 

【交通環境】 
 

交通インフラの充実とアクセス性の向上に 
よる、誰もが移動しやすいまちづくり 
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3.2 めざすべき都市の骨格構造 

都市計画マスタープランで設定した将来都市構造*などを踏まえ、⽴地適正化計画を通してめざ
すべき都市の骨格構造を設定します。具体的には、市内の鉄道駅を中⼼とした６つの地域⽣活拠点
を中⼼に、拠点間や周辺都市を軸により結ぶ、多極ネットワーク型都市構造をめざします。 
 
■拠点 

市域内において、⽣活利便性の維持・充実、憩いの確保に向け、地域の特性に応じて都市機能
や⽣活機能を集積する拠点を設定 

 

地域⽣活拠点 市街地を形成する核となり、地域住⺠の⽇常⽣活の利便性を⽀え
る役割を担う市内６つの鉄道駅周辺により構成します。 

 
■軸 

各拠点へのアクセス性を⾼め、拠点間の連携、他都市との連携による都市機能の補完、⼈の往
来による交流促進を図る軸を設定 

 

地域交流軸 
本市と近隣都市を結び、市⺠の⽣活を⽀える主要な幹線道路及び
⼈・物の流れを形成する上で重要な役割を担う道路により構成し
ます。 

広域交流軸 本市都市構造の大動脈となる新名神⾼速道路と京奈和自動⾞道
により構成します。 

公共交通基幹軸 公共交通による各拠点へのアクセスの核を担う JR 奈良線、近鉄
京都線により構成します。 
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⾄ 

大
阪
方
面 

⾄ 

名
古
屋
方
面 

都市の骨格構造図 
⾄ 京都方面 

⾄ 奈良方面 


